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立命館大学施設ﾛﾎﾞｯﾄ活用のﾛﾎﾞﾌﾚ分析
施設との連携

設備との連携

装置との連携

市場対応レベル
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社会受容性のある
ロボット環境

（ﾛﾎﾞｯﾄ環境技術）

社会、経営、決済ﾌﾟﾛｾｽの統合
Engineering Chainプロセスの見直し、変革、反映、統合
セキュリティシステムの導入

パッケージ、パッケージ材
荷姿、ラベリング
商品、周辺機器、センサー、アクチュエータ

まち内外連携
建物内外連携
部屋内外連携（含温湿光電磁音響などの環境）

エレベータ、輸送機などの室内設備とのロボット連携
床、壁、天井、仕切りとのロボット連携
環境センシングやアクチュエーション連携

他ﾛﾎﾞｯﾄ連携（含：ロボットデータ連携システム）
ドアや家具･機器連携
センサ、アクチュエータ連携

業界ルール・慣習・常識の見直し、変革、反映、統合
業界サプライチェーンの見直し、変革、反映、統合
業界に適したロボットシステム・ロボットサービス構築

社会受容性のある
人･ﾛﾎﾞｯﾄI/Fシステム
（ﾛﾎﾞｯﾄﾋｭｰﾏﾝ技術）
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人の受容・寛容・協調技術

財務管理システムとの統合
プロセス管理システムとの統合
作業動作管理システムとの統合

ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ（人の移動先サービス）技術
マルチロボット連携ｻｰﾋﾞｽ技術（例：掃除サービスPF）
顔の見えるｱﾊﾞﾀｰｻｰﾋﾞｽ技術（人間関係の表示利用）

環境に対する寛容性追求
ロボットシステムやサービス対する受容性寛容性追求
人（ﾒｰｶ、SIer、ﾕｰｻﾞ、ｵﾍﾟﾚｰﾀ）の受容性寛容性追求

ロボットフレンドり

含法律＊：法令、規則、
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ、ﾏﾆｭｱﾙ

Why（課題）

Why（課題、効果） Whatと効果

エレベータ、輸送機などの室内設備とのロボット
連携
床、壁、天井、仕切りとのロボット連携
環境センシングやアクチュエーション連携

中央管理室映像モニタ

見回り安心感

ﾛﾎﾞｯﾄが身近に

各キャンパス２台 ×５
か所＝10台の導入

掃除ロボットへの認知
清掃事業者との整合

管理部門の部長以上の説得

掃除ﾛﾎﾞｯﾄ能力不足 人ロ
ボット連携（協働）を目指す

ｷｬﾝﾊﾟｽ管理費用の上昇、
人件費上昇、財務部門
からのｺｽﾄ削減要望

ﾛﾎﾞｯﾄがﾊﾟｰﾄﾅという立ち位置＝浸透

運用ﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定

現場で成果をみせ、意識変革を
していただける事が重要（できな
い事の指摘より、できること）

ロボット時給 ｺｽﾄ説得

バキューム音＝授業時間さける
トライ：運搬ロボット、 掃除ロボット、電
動車椅子、警備ロボット、ドローン（緑地
帯上）、配送ロボット

時間経過とともに否定的意見減少

ロボット掃除を人と比較すると：
品質安定、責任者チェック不要

ステークホルダの受容性：社会内部、
事業者、学生（授業あり）、行政

掃除ロボット
警備ロボット

メリット：ｺｽﾄ、業務改善（契約法）

授業時間は、掃除しない

事前検証：何ができて何ができないか
目的意識の共有

自動扉

ﾛﾎﾞｯﾄ導入への理解が最大の壁
（今じゃない、まだ早い、雇用を奪う？、
ロボットに任せて大丈夫？）

Howと効果

手引書：ﾛﾎﾞｯﾄ導入担当者になったら（大学編）

ロボット選定確認点（機能、操作性、耐施設、費用、契約更新、メンテ、ろらブル対策）

大学環境（学業、多
様な学生や職員）

三菱地所との連携協定（2019年）
大学と管理企業の連携
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Why（課題）

Howと効果 Whatと効果

ロボットと建物施設・設備連携は進展、しかし
大型物件での転換点となる先進事例がない

複数ｴﾚﾍﾞｰﾀﾒｰｶｰを跨
ぐﾋﾞﾙでの連携事例構築

将来課題：①メーカー間連携の更なる
拡充・群管理を前提とした規格整備
②ロボフレ環境整備によるワーカー満
足度向上サービスの横展開

先進ｻｰﾋﾞｽの実現
経営者のコミットﾒﾝﾄ

•音声発話等、移動時周囲への注意
喚起
• 第三者が積載物に不用意に触れる
ことができないようにする

オフィスワーカーの利便性に
直結する実用ｻｰﾋﾞｽの実現

2月1日からの１ヵ月で約400件の配送。
30分の指定枠内に最大10ｵｰﾀﾞｰでも4
台ﾛﾎﾞｯﾄが複数ﾀｽｸを完遂。
ｱﾝｹｰﾄ結果「また利用したい」90%
「zoom会議が連続していて買いに行
けない時に助かる」「ついにこんな時
代がきたのかと驚いた」「他の会社で
も是非欲しい」ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ意見が多数

RFIDﾀｸﾞｾｷｭﾘﾃｨ

通信方式の適切選択：
自動連係・ﾛｰｶﾙ通信・
ｲﾝﾀﾈｯﾄ通信

共通ﾌﾟﾛﾄｺﾙへ

ﾜｰｶｰが手を止めることなく、席の
真横まで、指定した時間に配送

・ワーカーへの訴求
ｵｰﾀﾞﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ連携

• N(yu-za）対N（ﾛﾎﾞｯﾄ）連
携／ｵﾍﾟﾚｰションやｻｰﾋﾞｽ

• 複数ELVﾒｰｶｰを跨ぐ連携
•ﾌﾗｯﾊﾟｰや扉を通過時の周
囲の人への配慮
•ﾛﾎﾞｯﾄ側の走行ﾙｰﾙ等の
環境指標基準

ﾒｰｶｰﾌﾘー
ｴﾚﾍﾞｰﾀ連携

ﾌﾗｯﾊﾟ、扉連携

入退出管理ｼｽﾃﾑ連携

ｵｰﾀﾞﾝｼｽﾃﾑ連携
複数ﾌﾛｱ100か所以上
のﾞﾃﾞﾘﾊﾞﾘｻｰﾋﾞｽ実現
オーダ＝作り始める

ｶｺﾞ呼び、と現場呼実現

ﾛﾎﾞｯﾄ管理ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀやゲート通過待機制御

ｴﾚﾍﾞｰﾀ同乗のためのﾛﾎﾞｯﾄ動作の発話

配送時間の評価と改善

掃除ロボット、警備ロボット＝出資、
現場デモ検証（パッケージ化）
配膳ロボット

大型ﾋﾞﾙ開発＝管理要員の不足

まちづくりの一環

100か所のｻｰﾋﾞｽﾎﾟｲﾝﾄ

ｴﾚﾍﾞｰﾀやゲート通過待機位置
＋ﾀｲﾐﾝｸﾞ （複数ﾛﾎﾞｯﾄ対応）

ｴﾚﾍﾞｰﾀ同乗時にﾛﾎﾞｯﾄ動作遅い課題
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